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の
ぼ
る

 
頼
山
陽
（
一
七
八
O
l
一
八
三
二
、
本
名
は
頼
嚢
、
字
は
子
成
、
山
陽
は
そ
の
号
）
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
三
十
九
歳
の
時

に
、
父
・
春
水
の
三
回
忌
法
要
の
た
め
広
島
に
帰
省
し
、
そ
の
ま
ま
九
州
旅
行
に
出
発
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
年
一
月
に
京
都
を
発
っ

て
二
月
に
広
島
に
帰
り
、
三
月
六
日
に
広
島
を
出
る
と
、
下
関
を
経
て
九
州
に
入
り
、
博
多
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
と
各
地
を
回
り
、

さ
ら
に
大
分
な
ど
を
経
由
し
て
広
島
に
戻
り
、
母
を
伴
っ
て
帰
洛
し
た
の
は
、
翌
文
政
二
年
の
八
月
十
四
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
旅
行
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
ゆ
う
こ
う

中
で
作
ら
れ
た
詩
は
、
彼
の
詩
集
『
山
陽
詩
砂
』
の
七
三
～
巻
四
に
「
西
遊
稿
」
上
・
下
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
陽
の

詩
歌
中
の
白
眉
と
さ
れ
る
も
の
で
、
彼
が
道
中
に
目
に
し
た
風
物
や
各
地
で
の
文
人
と
の
交
友
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
こ
の
「
西
遊
稿
」
と
は
別
に
西
遊
中
に
知
人
に
与
え
た
山
陽
自
筆
の
詩
集
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
木
崎
好
尚
『
頼
山
陽

全
伝
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
文
政
元
年
九
月
の
記
事
に
「
野
菜
町
の
支
店
〔
本
店
は
阿
久
根
〕
に
来
合
せ
た
河
南
源
兵
衛
に
招
か
れ

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）
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『
西
遊
詩
巻
』
を
揮
毫
す
」
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
続
き
に
「
こ
の
詩
巻
は
明
治
十
九
年
秋
、
そ
の
孫
源
吉
の
手
に

複
製
さ
れ
〔
東
京
・
東
陽
堂
刊
〕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
の
ち
に
こ
れ
を
河
南
源
吉
な
る
人
物
が
複
製
し
て
出
版
し
た
。
そ
れ
は
『
山
陽
先

生
真
蹟
西
遊
詩
』
（
東
陽
堂
、
一
八
八
六
）
と
い
う
書
物
で
、
こ
の
複
製
本
か
ら
詩
集
の
全
容
を
窺
う
と
、
山
陽
が
九
州
へ
旅
行
し
た
時
、

京
都
か
ら
鹿
児
島
に
至
る
ま
で
に
作
っ
た
詩
を
大
部
分
と
し
、
そ
れ
に
若
干
の
旧
作
を
加
え
た
五
十
三
首
（
但
し
重
野
成
斎
の
践
で
は
五

十
二
首
に
数
え
る
）
を
選
ん
で
河
南
源
兵
衛
の
た
め
に
揮
毫
し
た
も
の
で
、
『
頼
山
陽
知
事
』
に
「
詩
巻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
巻
子
本
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
ゆ
う
し
か
ん

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
私
も
こ
れ
を
「
西
遊
稿
」
と
区
別
す
る
意
味
で
「
西
遊
詩
巻
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

 
「
西
遊
詩
巻
」
は
「
西
遊
稿
」
か
ら
の
抜
粋
で
は
な
い
。
旅
行
中
に
揮
毫
し
た
も
の
だ
か
ら
当
然
、
成
立
と
し
て
は
、
定
稿
で
あ
る

「
西
遊
稿
」
に
先
ん
じ
、
後
述
す
る
ご
と
く
「
西
遊
稿
」
と
一
部
門
な
い
部
分
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
訳

注
と
い
う
形
で
「
西
遊
詩
巻
」
を
紹
介
す
る
の
は
そ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

 
本
訳
注
は
、
『
山
陽
先
生
真
蹟
西
遊
詩
』
を
底
本
と
す
る
。
底
本
を
活
字
に
お
こ
す
に
あ
た
っ
て
は
、
『
山
陽
年
輩
』
（
以
下
『
詩
妙
』

と
略
記
）
及
び
『
頼
山
陽
詩
集
』
（
木
崎
好
尚
・
頼
成
一
編
『
頼
山
陽
全
書
』
、
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
、
一
九
三
一
～
三
二
、
所
収
。

以
下
『
詩
集
』
と
略
記
）
を
参
照
し
た
が
、
俗
字
略
字
は
原
則
と
し
て
正
字
体
に
改
め
た
。

 
「
西
遊
詩
巻
」
に
取
ら
れ
た
詩
を
現
行
の
「
西
遊
稿
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
字
句
の
異
同
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は

「
西
遊
詩
巻
」
が
成
っ
て
か
ら
「
西
遊
稿
」
と
し
て
『
詩
砂
』
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
に
、
山
陽
自
身
が
何
度
も
手
を
加
え
た
結
果
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
「
西
遊
詩
巻
」
は
、
い
わ
ば
「
西
遊
稿
」
の
詩
の
初
買
を
あ
る
部
分
保
存
し
た
も
の
と
言
え
、
従
っ
て
、
そ
う
し
た
山

陽
詩
の
推
敲
過
程
を
窺
う
意
味
で
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
注
釈
の
際
に
は
、
努
め
て
『
詩
砂
』
『
詩
集
』
と
の
異
同
を

記
述
し
て
、
参
考
に
供
し
た
。

 
訳
注
に
お
い
て
の
主
な
参
考
文
献
は
、
日
柳
燕
石
『
山
陽
詩
注
』
（
一
八
六
九
）
、
三
宅
薫
習
『
山
陽
詩
砂
集
解
』
（
一
八
八
一
）
、
伊
藤
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霧
難
『
山
陽
詩
紗
新
釈
』
（
山
陽
詩
注
刊
行
会
、
一
九
四
二
）
、
頼
成
一
・
伊
藤
吉
三
『
頼
山
陽
詩
砂
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
四
）
、
入
谷

仙
介
『
江
戸
詩
人
選
集
8
頼
山
陽
 
梁
川
星
厳
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
）
、
水
田
紀
久
・
頼
塁
壁
・
直
井
文
子
『
新
日
本
古
典
文
学

大
系
6
6
菅
茶
山
頼
山
陽
詩
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）
な
ど
で
あ
る
。

 
伝
記
的
な
事
柄
は
主
と
し
て
上
記
『
頼
山
陽
全
伝
』
（
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
。
以
下
『
全
伝
』
と
略
記
）
に
依
り
、
一
部
、
中
村
真
一

郎
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
上
・
中
・
下
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
六
）
を
参
照
し
た
。

 
本
訳
注
の
作
成
に
関
し
て
は
、
内
山
知
也
筑
波
大
学
名
誉
教
授
及
び
入
谷
仙
介
島
根
大
学
名
誉
教
授
か
ら
数
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

ま
た
関
係
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
、
国
立
公
文
書
館
・
九
州
大
学
附
属
図
書
館
・
下
関
市
立
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
好
意
に
あ
ず
か
っ
た
。

記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

 
な
お
、
注
釈
の
便
宜
上
、
詩
に
番
号
を
付
し
た
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
今
回
訳
注
を
加
え
る
の
は
次
の
十
五
首
で
あ
る
。

 
 
1
発
京
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
浪
華
諸
友
迂
舟
相
送
 
 
 
 
 
3
山
陽
途
上

 
 
4
帰
省
芸
州
遂
西
遊
出
境
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
始
望
豊
山
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
厚
狭
駅

 
 
7
長
府
避
遁
旧
友
田
谷
錫
留
宿
轟
飲
府
城
外
有
潮
満
潮
乾
二
嶋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8
廷
錫
内
人
索
書
戯
作

 
 
9
廷
日
興
令
内
人
理
訴
髪
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
0
題
劉
先
主
像
 
 
 
 
 
 
 
 
1
1
題
源
鎮
守
献
弓
鎮
夢
魔
図

 
 
1
2
赤
関
遇
大
含
禅
師
師
道
東
遊
観
富
岳
正
雀
 
 
 
 
 
 
1
3
題
禅
師
画
蘭
余
齢
生
愛
蘭
諸
書
有
盆
栽
在

 
 
1
4
赤
関
寓
居
題
嵐
峡
春
遊
図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
5
檀
浦
行
倣
李
長
吉
体

16

ﾈ
下
の
詩
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
お
い
て
順
次
紹
介
を
試
み
た
い
。

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

三
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舞
ゑ

擁
髭
隔
心
タ
灘
颪
竃
鵜
一
2
考

ス
躯
ち
％
る
嫁
ゑ
彪
右
農
奪
森

 
移
篠
丁
笈
μ
舟
わ
墨

画
み
吻
β
誘
薄
葉
弓
名
義
麺
4

「西遊詩巻」書影（『山陽先生真蹟西遊詩』による）

四



訳
｝王

1
登
 
京

疎
蓬
漏
雪
夢
難
成

響
枕
江
聲
又
櫓
聲

阿
母
埃
吾
鷹
屈
指

知
無
今
夜
始
開
程

 
き
よ
う
 
 
は
つ

、
京
を
発
す

そ
ほ
う
ゆ
き
も
 
 
ゆ
め
な
 
が
た

疎
蓬
 
雪
を
漏
ら
し
て
夢
成
り
難
く
、

ま
く
ら
 
ひ
び
 
 
こ
う
せ
い
ま
 
 
 
う
 
せ
い

枕
に
響
く
江
声
又
た
櫓
声
。

あ
ぽ
 
わ
 
 
ま
 
 
ま
さ
 
ゆ
び
 
く
つ

阿
母
 
吾
れ
を
竣
っ
て
応
に
指
を
屈
す
べ
し
、

し
い
な
ご
ん
や
は
じ
て
い
ひ
ら

知
る
や
無
や
今
夜
始
め
て
程
を
開
く
を
。

 
 
 
京
都
を
出
発
す
る

舟
の
粗
い
苫
の
透
き
間
か
ら
雪
が
漏
れ
て
な
か
な
か
寝
つ
け
ず
、
枕
も
と
に
は
川
の
流
れ
の
音
や
舟
を
漕
ぐ
櫓
の
音
が
響
い
て
く
る
。

母
は
自
分
の
帰
省
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
が
、
今
夜
や
っ
と
出
発
し
た
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

／
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『
詩
鋤
』
巻
三
に
「
鯖
江
」
と
題
し
て
収
め
る
詩
の
初
案
。
「
下
江
」
の
詩
は
「
憾
高
宜
声
又
櫓
声
、
疎
蓬
漏
雪
睡
難
成
。
阿
仁
屈
指
二
上
久
、
何
識
今
宵

初
発
程
」
に
改
め
る
。
『
詩
集
』
巻
十
一
に
は
い
ず
れ
の
詩
も
収
あ
、
「
面
高
」
の
詩
の
あ
と
に
「
初
盤
」
と
注
記
す
る
。
〔
発
京
〕
山
陽
は
、
父
春
水
の
三

回
忌
を
行
う
た
め
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
正
月
、
京
都
を
出
発
し
、
広
島
へ
向
か
っ
た
。
『
全
伝
』
文
政
元
年
正
月
に
「
〔
中
旬
〕
。
広
島
へ
向
ひ
発
程

〔
第
四
帰
省
〕
、
伏
見
よ
り
夜
舟
に
て
淀
川
を
下
る
。
門
人
後
藤
松
陰
〔
廿
二
歳
〕
随
伴
」
と
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
こ
の
詩
を
「
初
乗
」
と
注
記
し
て
録
す

る
。
〔
疎
蓬
〕
粗
く
編
ん
で
あ
る
舟
の
苫
。
〔
江
戸
〕
川
の
流
れ
る
音
。
唐
の
杜
甫
の
「
客
前
」
の
詩
に
「
高
枕
 
遠
江
声
あ
り
」
と
あ
る
。
〔
寒
声
〕
櫓
で

舟
を
漕
ぐ
音
。
〔
阿
母
〕
母
。
〔
知
立
〕
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
無
」
は
疑
問
を
表
す
語
気
助
詞
。
〔
開
程
〕
出
発
す
る
意
。
「
三
江
」
で
は
「
発
程
」
に

 
 
 
頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
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改
め
る
。

2
浪
華
諸
友
涯
舟
相
迭

商
船
街
尾
各
維
擁

中
有
瓜
皮
 
早
潮

離
思
多
情
語
不
蓋

回
頭
已
過
十
鯨
橋

 
な
に
わ
 
 
 
し
ょ
ゆ
う
 
 
ふ
ね
 
 
う
か
 
 
 
あ
 
 
 
お
く

 
浪
華
の
諸
友
 
舟
を
涯
べ
て
相
い
送
る

し
ょ
う
せ
ん
 
 
か
ん
び
 
 
 
お
の
 
 
 
か
じ
 
 
つ
な

商
船
 
街
尾
 
各
お
の
擁
を
維
ぎ
、

な
か
 
 
か
 
ひ
 
 
 
ぞ
う
ち
ょ
う
 
 
お
 
 
 
あ

中
に
瓜
皮
の
早
潮
を
 
う
有
り
。

り
し
 
た
じ
ょ
う
か
た
 
 
つ

離
思
 
多
情
 
語
っ
て
尽
き
ざ
る
も
、

こ
う
べ
 
め
ぐ
 
 
 
 
 
す
で
 
 
す
 
 
 
じ
ゆ
う
よ
 
 
は
し

頭
を
回
ら
せ
ば
已
に
過
ぐ
十
余
の
橋
。

A

 
 
 
大
阪
の
友
人
た
ち
が
舟
を
浮
か
べ
て
見
送
る

商
船
が
相
連
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
罹
を
繋
い
で
停
泊
す
る
中
に
、
朝
潮
を
追
い
か
け
て
進
む
私
の
粗
末
な
小
舟
が
あ
る
。
／
別
れ
の
悲
し
み

は
心
に
感
じ
や
す
く
、
い
く
ら
語
っ
て
も
語
り
つ
く
せ
な
い
が
、
ふ
と
振
り
返
る
と
舟
は
も
う
十
幾
つ
の
橋
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

『
詩
道
』
巻
三
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
「
発
大
坂
小
竹
確
斎
送
至
尼
碕
」
と
題
し
て
収
め
る
詩
の
初
案
。
〔
浪
華
盟
友
涯
二
相
送
〕
『
全
伝
』
文
政
元
年
正
月

に
「
大
坂
に
在
り
。
小
竹
・
確
斎
等
と
同
舟
、
土
佐
堀
川
を
下
り
、
尼
崎
ま
で
見
送
ら
る
」
と
あ
る
。
〔
街
尾
〕
相
連
な
る
さ
ま
。
〔
維
〕
『
詩
妙
』
『
詩
集
』

は
「
停
」
に
改
め
る
。
〔
僥
〕
舟
を
漕
ぐ
の
に
用
い
る
権
。
〔
罪
業
〕
瓜
皮
船
の
こ
と
。
粗
末
な
小
舟
。
山
陽
が
乗
っ
て
い
る
舟
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
〔
望
潮
〕

あ
さ
し
お
。
〔
離
思
多
情
語
不
尽
〕
「
離
思
」
は
、
別
れ
の
悲
し
い
思
い
。
こ
の
句
は
『
詩
妙
』
『
詩
集
』
で
は
「
離
緒
紛
紛
難
語
尽
」
に
改
め
る
。
〔
回
〕

『
詩
鋤
』
『
詩
集
』
は
「
転
」
に
改
め
る
。
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3
山
陽
途
上

京
國
春
寒
製
旅
衣

未
看
楳
薯
弄
容
輝

馬
頭
一
出
山
陽
道

玉
雪
已
迎
鞭
影
飛

 
 
 
山
陽
道
の
途
上
に
て

 
さ
ん
よ
う
 
 
と
じ
よ
う

 
山
陽
の
途
上

き
ょ
う
ご
く
は
る
さ
む
 
 
 
 
 
り
よ
い
 
 
 
た

京
国
春
寒
く
し
て
旅
衣
を
製
ち
、

い
ま
 
 
み
 
 
 
ば
い
が
く
 
 
よ
う
き
 
 
も
て
あ
そ

未
だ
看
ず
楳
蓉
 
容
輝
を
弄
ぶ
を
。

ば
 
と
う
ひ
と
 
 
 
 
さ
ん
よ
う
ど
う
 
 
い

馬
頭
一
た
び
山
陽
道
に
出
ず
れ
ば
、

ぎ
ょ
く
せ
っ
す
で
 
 
べ
ん
え
い
 
 
む
か
 
 
 
 
と

玉
雪
已
に
鞭
影
を
迎
え
て
飛
ぶ
。

春
の
寒
い
う
ち
か
ら
京
都
で
旅
衣
を
仕
立
て
た
が
、
そ
の
頃
は
梅
の
木
も
ま
だ
麗
し
い
花
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
。
／
一
旦
、
馬
上
の
人

と
な
っ
て
山
陽
道
に
出
て
み
る
と
、
白
い
花
び
ら
が
も
う
私
の
鞭
の
影
を
迎
え
る
よ
う
に
舞
い
飛
ん
で
い
た
。

こ
の
詩
は
『
信
砂
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
の
み
収
め
る
。
〔
国
国
〕
み
や
こ
。
こ
こ
で
は
京
都
。
〔
製
〕
仕
立
て
る
。
〔
楳
献
酬
梅
の
花
。
〔
容

輝
〕
う
る
わ
し
い
顔
か
た
ち
。
『
詩
集
』
は
「
白
血
」
に
作
る
。
〔
馬
頭
〕
馬
上
。
〔
玉
雪
〕
雪
。
転
じ
て
白
い
花
を
指
す
。
こ
こ
で
は
白
梅
の
花
び
ら
。

4
蹄
省
藝
州
途
西
遊
出
境

廣
城
西
去
幾
羊
腸

直
接
三
關
道
路
長

四
十
八
盤
行
不
蓋

盤
盤
回
首
望
家
郷

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注

 
げ
い
し
ゆ
う
 
 
き
 
せ
い
 
 
 
 
つ
い
 
 
せ
い
ゆ
う
し
ゆ
つ
き
よ
う

 
芸
州
に
帰
省
し
て
遂
に
西
遊
県
境
す

こ
う
じ
よ
う
に
し
 
 
さ
 
 
 
 
 
 
い
く
よ
う
ち
よ
う

広
城
西
に
去
る
こ
と
幾
羊
腸
、

た
だ
 
 
 
 
さ
ん
か
ん
 
 
せ
つ
 
 
 
 
ど
う
ろ
 
な
が

直
ち
に
三
関
に
接
し
て
道
路
長
し
。

し
じ
ゅ
う
は
つ
ば
ん
ゆ
 
 
 
つ

四
十
八
盤
行
け
ど
も
尽
き
ず
、

ば
ん
ば
ん
 
 
こ
う
べ
 
 
め
ぐ
 
 
 
 
 

か
き
ょ
う
 
 
の
ぞ

盤
盤
首
を
回
ら
し
て
家
郷
を
望
む
。

（一

j

七
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芸
州
に
帰
省
し
そ
の
ま
ま
西
へ
旅
立
っ
て
国
境
を
出
る

広
島
か
ら
西
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
ど
の
く
ら
い
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
、
す
ぐ
関
所
に
ぶ
つ
か
り
、
道
の
り
は
長
い
。
／
「
四
十
八
盤
」

の
難
所
は
ど
こ
ま
で
も
道
が
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
く
ね
く
ね
と
曲
が
る
道
中
、
ふ
と
振
り
返
っ
て
故
郷
の
方
角
を
眺
め
る
。

こ
の
詩
は
『
詩
妙
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
「
四
十
八
盤
」
と
題
し
て
収
め
る
。
〔
芸
州
〕
安
芸
国
の
別
称
。
〔
西
遊
出
仕
〕
『
全
伝
』
文
政
元

年
三
月
六
日
に
「
こ
の
日
、
『
晴
。
昼
前
、
』
広
島
出
発
、
長
崎
へ
向
ふ
」
と
あ
る
。
〔
広
城
〕
こ
こ
で
は
広
島
を
指
す
。
〔
羊
腸
〕
道
の
曲
が
り
く
ね
る
さ

ま
。
〔
三
関
〕
三
つ
の
関
所
。
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す
か
は
未
詳
。
〔
道
路
〕
道
の
り
。
〔
四
十
八
盤
〕
山
陽
道
中
の
難
所
を
指
す
か
。
「
盤
」
は
、
曲
が
り

く
ね
る
。
同
類
の
表
現
は
、
宋
の
黄
露
営
の
「
新
喩
道
中
 
元
明
に
寄
す
。
膓
字
の
韻
を
用
う
」
の
詩
に
コ
“
百
八
盤
 
手
を
携
え
て
上
れ
り
」
と
あ
る
。

〔
盤
盤
〕
曲
が
り
く
ね
る
さ
ま
。
唐
の
李
白
の
「
蜀
道
難
」
の
詩
に
「
青
馬
 
何
ぞ
盤
盤
た
る
」
と
あ
る
。

5
始
望
豊
山

藝
薇
沿
海
路
紆
回

常
看
豫
峰
雲
外
堆

看
到
周
芳
青
始
了

豊
山
代
迭
翠
光
來

 
は
じ
 
 
 
 
ほ
う
ざ
ん
 
 
の
ぞ

 
始
め
て
豊
山
を
望
む

げ
い
び
 
 
 
う
み
 
 
そ
 
 
 
 
 
み
ち
う
 
か
い

芸
薇
 
海
に
沿
っ
て
路
紆
回
し
、

つ
ね
み
 
よ
ほ
う
う
ん
が
い
う
ず
た
か

常
に
看
る
予
峰
の
雲
外
に
堆
き
を
。

み
 

す
お
う
 
い
た
 
 
せ
い
は
じ
 
 
お
わ

看
て
周
芳
に
到
れ
ば
青
始
め
て
了
り
、

ほ
う
ざ
ん
か
わ
 
 
 
す
い
こ
う
 
 
お
く
 
 
き
た

豊
山
代
っ
て
翠
光
を
送
り
来
る
。

 
 
 
初
め
て
豊
前
の
山
々
を
望
む

芸
備
は
海
沿
い
に
道
が
曲
が
り
．
く
ね
り
、

高
く
這
え
る
伊
予
の
山
々
の
峰
が
雲
の
間
か
ら
い
つ
も
覗
い
て
い
る
。
／
そ
れ
を
眺
め
つ
つ
周
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防
に
至
る
と
青
い
色
を
し
た
山
並
み
が
こ
こ
で
初
め
て
途
切
れ
、
豊
前
の
山
々
が
代
わ
り
に
緑
の
光
を
投
げ
か
け
て
く
る
。

『
詩
砂
』
巻
三
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
「
周
防
道
上
」
と
題
し
て
収
め
る
詩
の
初
案
。
〔
豊
山
〕
豊
前
の
山
。
〔
芸
薇
〕
「
芸
備
」
と
同
じ
。
す
な
わ
ち
、
芸

州
と
備
州
を
指
す
。
『
倭
漢
三
才
図
会
』
（
巻
七
十
八
・
備
中
）
に
よ
れ
ば
、
備
州
（
吉
備
国
）
は
も
と
「
霊
芝
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
従
え
ば

こ
こ
は
「
芸
蕨
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
灰
字
の
蕨
で
は
平
灰
が
あ
わ
な
い
。
よ
っ
て
意
味
の
類
似
し
た
平
声
の
薇
の
字
を
借
り
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
奪
回
〕
曲
が
り
く
ね
る
。
〔
金
峰
〕
伊
予
の
山
々
の
峰
。
〔
周
芳
〕
周
防
の
古
い
表
記
で
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
。
〔
青
甲
乙
〕
唐
の
杜
甫
の
「
岳
を
望

む
」
の
詩
に
「
斉
魯
 
面
高
だ
了
ら
ず
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
〔
翠
光
〕
緑
色
の
光
。
唐
の
許
渾
の
「
陸
侍
御
の
林
亭
に
題
す
」
の
詩
に
「
遠
山
雲
暁
ら
か

に
し
て
翠
光
来
る
」
と
あ
る
。
『
詩
鋤
』
『
詩
集
』
は
「
黛
光
」
に
改
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
さ
 
 
え
き

6
厚
狭
騨

騨
亭
煙
火
太
薫
騒

山
勢
西
奔
如
齪
濤

玄
海
赤
關
知
不
遠

行
逢
商
捲
責
車
贅

 
 
 
厚
狭
の
宿
場

／
道
々
、

 
厚
狭
駅

え
き
て
い
 
 
え
ん
か
 
は
な
は
 
 
し
ょ
う
そ
う

駅
亭
 
煙
火
太
だ
薫
騒
、

さ
ん
せ
い
に
し
 
 
は
し
 
 
 
 
ら
ん
と
う
 
 
ご
と

山
勢
西
に
奔
っ
て
乱
濤
の
如
し
。

げ
ん
か
い
 
 
せ
き
か
ん
 
 
し
 
 
 
と
お

玄
海
 
赤
関
 
知
る
遠
か
ら
ざ
る
を
、

ゆ
く
 
 
 
 
あ
 
 
 
あ
き
ん
ど
 
 
に
な
 
 
 
 
し
ゃ
こ
う
 
 
う

行
ゆ
く
逢
う
商
の
担
っ
て
車
贅
を
売
る
に
。

宿
場
の
旅
館
は
夕
方
に
な
る
と
炊
事
の
煙
が
い
か
に
も
う
ら
寂
し
く
、
遠
く
山
並
み
が
西
方
に
向
か
っ
て
怒
濤
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
蛤
を
担
い
で
売
り
歩
く
商
人
に
出
逢
っ
て
、
も
は
や
玄
界
灘
や
下
関
に
遠
く
な
い
の
を
知
っ
た
。

 
 
頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九
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。

『
詩
紗
』
巻
三
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
「
厚
狭
市
」
と
題
し
て
収
め
る
。
〔
厚
狭
〕
現
在
の
山
口
県
厚
狭
郡
山
陽
町
、
J
R
厚
狭
駅
付
近
。
『
当
直
』
文
政
元

年
三
月
に
「
厚
狭
に
在
り
、
『
行
逢
商
担
売
車
蟄
』
の
句
あ
り
」
と
あ
る
。
〔
駅
亭
〕
宿
場
の
旅
館
。
〔
煙
火
〕
炊
事
の
煙
。
〔
薫
騒
〕
も
の
寂
し
い
さ
ま
。

〔
乱
濤
〕
乱
れ
た
つ
波
の
意
か
。
〔
玄
海
〕
玄
界
灘
。
〔
赤
関
〕
赤
間
関
。
現
在
の
山
口
県
下
関
市
。
〔
行
〕
道
す
が
ら
。
〔
担
〕
か
つ
ぐ
。
〔
車
蟄
〕
蛤
の
一

種
。7

長
府
邊
遁
善
友
田
廷
錫
留

 
宿
轟
飲
府
城
外
有
潮
満
潮

 
乾
二
鴫

得
酒
如
潮
満

失
酒
如
潮
乾

吾
因
二
島
名

得
知
酒
中
漱

商
船
來
往
二
鴨
間

百
斜
眞
珠
輸
伊
丹

此
地
逢
君
得
不
醇

況
有
鮮
鱗
雪
送
盤

未
到
赤
關
且
留
滞

 
ち
ょ
う
ふ
 
 
 
 
き
ゅ
う
ゆ
う
で
ん
て
い
せ
き
 
 
か
い
こ
う
 
 
り
ゅ
う
し
ゆ
く

 
長
府
に
て
旧
友
田
廷
錫
に
遙
治
し
留
宿

 
こ
う
い
ん
 
 
 
 
ふ
 
 
 
じ
ょ
う
が
い
 
 
ち
ょ
う
ま
ん
 
ち
ょ
う
か
ん

 
轟
飲
す
。
府
の
城
外
に
潮
満
・
面
輪
の

 
に
 
と
う
あ

 
二
陽
有
り

さ
け
 
 
う
 
 
 
 
 
 
う
し
お
 
 
み
 
 
 
 
 
 
ご
と

酒
を
得
る
こ
と
潮
の
満
つ
る
が
如
く
、

さ
け
 
 
う
し
な
 
 
 
 
 
う
し
お
 
 
ひ
 
 
 
 
 
ご
と

酒
を
失
う
こ
と
潮
の
乾
る
が
如
し
。

わ
 
 
 
に
 
と
う
 
 
な
 
 
 
よ

吾
れ
二
島
の
名
に
因
っ
て
、

し
え
し
ゅ
ち
ゅ
う
か
ん

知
る
を
得
た
り
酒
中
の
歓
。

し
ょ
う
せ
ん
ら
い
お
う
 
 
に
 
と
う
 
 
か
ん

商
船
来
往
す
二
鴎
の
間
、

ひ
や
っ
こ
く
 
 
し
ん
じ
ゅ
 
 
い
 
た
み
 
 
ゆ
ず

百
餌
の
真
珠
伊
丹
に
輸
ら
ん
や
。

こ
ち
き
み
あ
 
よ
 
 
え

此
の
地
 
君
に
逢
っ
て
酔
わ
ざ
る
を
得
ん
や
、

い
わ
ん
 
せ
ん
り
ん
せ
つ
 
 
ば
ん
 
 
ほ
と
ば
し
 
 
あ

況
や
鮮
鱗
雪
の
盤
に
送
る
有
る
を
や
。

い
ま
 
 
せ
き
か
ん
 
 
い
た
 
 
 
 
 
 
 
し
ば
ら
 
 
り
ゅ
う
た
い

未
だ
赤
関
に
到
ら
ず
し
て
且
く
留
滞
す
、



任
宮
春
潮
帯
雨
寒

 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
ん
ち
ょ
う
 
あ
め
 
 
お
 
 
 
 
さ
む

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
春
潮
雨
を
帯
び
て
寒
し
。

 
 
 
長
府
で
旧
友
の
小
田
南
阪
に
出
会
い
、
そ
の
家
に
泊
ま
っ
て
痛
飲
し
た
。
町
の
沖
合
い
に
満
珠
島
・
干
珠
島
の
二
島
が
あ
っ
た

潮
が
満
ち
る
よ
う
に
酒
を
得
、
潮
が
引
く
よ
う
に
酒
が
な
く
な
る
。
／
私
は
「
満
珠
」
「
干
珠
」
の
二
島
の
名
前
に
よ
っ
て
、
酒
の
愉
し

み
を
知
っ
た
。
／
こ
の
二
島
の
間
を
往
来
す
る
商
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
百
解
の
酒
に
は
、
伊
丹
の
酒
と
い
え
ど
も
か
な
わ
な
い
こ

と
だ
。
／
こ
の
よ
う
な
地
で
あ
な
た
と
会
っ
て
酔
わ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
、
ま
し
て
や
新
鮮
な
魚
が
大
里
に
盛
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の

に
。
／
ま
だ
下
関
に
た
ど
り
着
か
な
い
が
、
暫
く
こ
の
長
府
の
地
に
逗
留
す
る
こ
と
と
し
よ
う
、
た
と
え
春
の
潮
に
寒
々
と
雨
が
降
り
注

い
で
い
て
も
。
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こ
の
詩
は
『
詩
紗
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
の
み
収
め
る
。
『
詩
集
』
の
注
に
「
詩
題
、
始
メ
『
長
府
文
学
小
田
廷
錫
。
余
故
人
也
。
要
砂
留

歓
数
日
。
戯
作
。
吾
上
蓋
自
此
進
 
。
』
二
作
ル
」
と
あ
る
。
〔
長
府
〕
現
在
の
山
口
県
下
関
市
の
一
部
。
江
戸
時
代
は
長
府
藩
の
中
心
地
の
城
下
町
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

て
栄
え
た
。
〔
田
廷
丁
〕
小
田
南
阪
の
こ
と
。
『
全
伝
』
文
政
元
年
四
月
に
「
長
府
に
入
り
、
小
田
南
咳
〔
名
圭
・
字
廷
錫
・
称
順
蔵
一
廿
九
歳
〕
を
訪
ひ

留
金
」
と
あ
る
。
〔
轟
飲
〕
痛
飲
す
る
。
〔
潮
満
潮
乾
二
陽
〕
長
府
の
沖
合
い
に
浮
か
ぶ
満
珠
島
・
干
珠
島
の
二
島
の
こ
と
。
「
鴨
」
は
「
島
」
と
同
じ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
お
み
 
 
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

『
日
本
書
紀
』
巻
二
に
、
潮
の
満
ち
る
玉
（
潮
満
つ
現
）
を
海
水
に
漬
け
た
ら
潮
が
た
ち
ま
ち
満
ち
、
潮
の
引
く
玉
（
言
論
る
瑳
）
を
漬
け
た
ら
潮
が
ひ
と

り
で
に
引
く
と
い
う
伝
説
が
見
え
る
。
〔
吾
因
二
題
名
〕
こ
こ
の
「
島
」
の
字
を
『
詩
集
』
は
「
鴫
」
に
作
る
。
〔
斜
〕
容
量
の
単
位
。
〔
真
珠
〕
酒
。
唐
の

李
賀
の
「
将
進
酒
」
の
詩
に
「
小
父
 
酒
滴
っ
て
真
珠
紅
な
り
」
と
あ
る
。
〔
輸
伊
丹
〕
伊
丹
の
酒
に
ど
う
し
て
劣
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
反
語
の

意
に
と
る
。
但
し
、
山
陽
が
伊
丹
の
酒
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
3
4
「
七
星
春
歌
」
の
詩
に
見
え
て
い
る
。
〔
鮮
鱗
雪
〕
新
鮮
な
魚
。
〔
任
官
〕
た
と
え
～
で
あ
っ

て
も
。

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

二



三
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8
廷
錫
内
人
索
書
戯
作

玉
腕
漢
藤
爾
絶
鍛

強
人
落
墨
墨
親
磨

與
君
雲
髪
孚
新
檬

漫
縮
秋
蛇
奈
拙
何

 
て
い
せ
き
 
 
な
い
じ
ん
 
 
し
ょ
 
 
も
と
 
 
 
た
わ
む
 
 
 
 
つ
く

 
廷
錫
の
内
人
、
書
を
索
む
。
戯
れ
に
作
る

ぎ
ょ
く
わ
ん
 
 
け
い
と
う
 
 
ふ
た
 
 
 
 
 
 
 
き
ず
 
 
た

玉
腕
渓
藤
両
つ
な
が
ら
璃
を
絶
ち
、

ひ
と
 
 
し
 
 
 
 
す
み
 
 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
す
み
み
ず
か
 
 
す

人
に
強
い
て
墨
を
落
と
さ
し
め
墨
髭
ら
磨
る
。

き
み
 
 
う
ん
か
ん
 
 
し
ん
よ
う
 
 
あ
ら
そ

君
の
雲
髪
と
新
様
を
争
う
も
、

み
だ
り
 
し
ゆ
う
だ
 
 
わ
が
 
 
 
 
せ
つ
 
 
い
 
か
ん

漫
に
秋
蛇
を
縮
ね
て
拙
を
奈
何
せ
ん
。

 
 
 
廷
錫
夫
人
が
私
に
揮
毫
を
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
戯
れ
に
詩
を
作
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん

あ
な
た
の
白
い
細
腕
は
刻
州
の
紙
と
劣
ら
ず
非
の
打
ち
所
が
な
く
、
無
理
や
り
私
に
字
を
書
か
せ
る
た
め
に
自
分
で
墨
を
す
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
／
私
の
墨
書
と
あ
な
た
の
黒
々
と
し
た
ま
げ
と
で
ど
ち
ら
が
斬
新
か
形
を
競
っ
て
み
る
が
、
こ
の
拙
い
書
と
き
た
ら
や
た
ら
に

筆
を
く
ね
く
ね
さ
せ
る
ば
か
り
で
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。

こ
の
詩
は
『
詩
妙
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
の
み
収
め
る
。
ま
た
『
手
伝
』
文
政
元
年
四
月
に
次
の
9
の
詩
と
と
も
に
録
す
る
。
〔
感
温
〕
7

の
詩
の
注
参
照
。
〔
内
人
〕
夫
人
。
〔
玉
腕
〕
夫
人
の
美
し
い
手
を
い
う
。
〔
渓
藤
〕
刻
州
名
産
の
紙
。
〔
絶
暇
〕
少
し
も
欠
点
が
な
い
。
〔
二
親
磨
〕
本
来
な

ら
「
親
磨
墨
」
（
親
ら
墨
を
磨
る
）
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
韻
と
平
灰
の
関
係
で
こ
の
語
順
と
な
っ
た
。
〔
君
〕
廷
錫
夫
人
を
指
す
。
〔
雲
髪
〕
高
く
円
形

に
結
っ
た
美
し
い
ま
げ
。
〔
新
様
〕
新
し
い
様
式
。
〔
早
秋
蛇
〕
草
書
の
筆
勢
が
輪
に
巻
い
て
結
ぶ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
〔
奈
拙
何
〕
こ

の
拙
い
書
を
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
結
局
、
自
分
の
墨
書
は
夫
人
の
美
し
い
黒
髪
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。

9

廷
錫
又
令
内
人
理
吾
髪

て
い
せ
き
ま
 
 
 
な
い
じ
ん
 
 
 
 
 
 
わ
 
 
 
か
み
 
 
お
さ

廷
錫
又
た
内
人
を
し
て
吾
が
髪
を
理
め
し
む
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不
搦
調
菱
侑
客
危

卒
統
理
我
髪
離
披

二
毛
差
不
青
青
髪

鷹
似
佗
時
雪
繭
綜

ひ
と
 
 
あ
つ
も
の
 
 
と
と
の
 
 
き
や
く
 
 
さ
か
ず
き
 
 
す
す

独
り
奨
を
調
え
客
に
后
を
侑
む
る
の
み
な
ら
ず
、

た
い
 

わ
か
み
り
ひ
 

そ
り

平
ら
か
に
我
が
髪
の
離
披
た
る
を
硫
理
す
。

に
 
も
う
は
 
 
 
せ
い
せ
い
 
 
 
び
ん

二
毛
差
ず
青
青
た
る
髪
に
あ
ら
ず
し
て
、

ま
さ
 
 
に
 
 
 
 
 
 
た
 
じ
 
 
 
せ
つ
ぐ
う
 
 
い
と

応
に
似
る
べ
し
佗
時
 
雪
繭
の
縣
。

 
 
 
廷
錫
が
さ
ら
に
夫
人
に
私
の
髪
を
整
え
さ
せ
る

夫
人
は
料
理
を
作
り
、
客
人
に
杯
を
す
す
め
る
だ
け
で
な
く
、
乱
れ
た
私
の
髪
を
平
ら
に
硫
く
。

と
し
て
お
ら
ず
、
い
っ
か
真
っ
白
に
な
る
に
違
い
な
い
の
を
恥
じ
る
ば
か
り
。

／
白
髪
ま
じ
り
の
私
は
髪
の
毛
が
黒
々

こ
の
詩
は
『
三
楽
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
の
み
収
め
る
。
ま
た
『
全
伝
』
文
政
元
年
四
月
に
録
す
る
。
〔
理
吾
髪
〕
「
理
髪
」
は
、
く
し
で

髪
を
整
え
る
。
〔
罫
引
〕
食
物
を
調
理
す
る
。
〔
危
〕
さ
か
ず
き
。
〔
平
〕
『
詩
集
』
は
「
且
」
に
作
る
。
〔
硫
理
〕
髪
を
す
く
。
〔
我
〕
『
詩
集
』
は
「
吾
」

に
作
る
。
〔
離
披
〕
不
揃
い
な
さ
ま
。
〔
二
毛
〕
白
髪
ま
じ
り
の
人
。
作
者
自
身
を
指
す
。
〔
青
青
〕
黒
々
と
し
て
い
る
さ
ま
。
〔
髪
〕
頭
の
左
右
側
面
の
耳

ぎ
わ
の
毛
。
〔
佗
時
〕
将
来
。
〔
雪
平
綜
〕
若
い
は
す
の
繊
維
か
ら
取
る
糸
。
若
い
は
す
は
色
が
白
い
の
で
「
琴
丘
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
白
髪
を
喩
え

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ゅ
う
ぜ
ん
し
ゅ
 
 
ぞ
う
 
 
だ
い

10

阯
ｫ
先
主
像
 
 
 
 
 
 
劉
先
主
の
像
に
題
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
い
て
い
 
 
と
う
し
ょ
 
こ
と
さ
ら
 
 
せ
ん
ぎ
ょ
う

雷
露
當
初
故
職
競
 
雷
霊
当
初
故
に
戦
競
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
う
り
ゅ
う
 
し
き
ょ
う
 
ひ
 
と
う
 
 
あ
ら

較
龍
至
寛
見
飛
騰
 
絞
竜
至
寛
飛
騰
を
見
わ
す
。

 
 
頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
三
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童
童
一
樹
柔
桑
緑

化
作
蜀
山
青
萬
層

ど
う
ど
う
 
 
 
 
い
ち
じ
ゅ
 
 
じ
ゅ
う
そ
う
み
ど
り

童
童
た
る
一
樹
柔
桑
緑
な
り
、

か
 
 
 
 
 
 
し
よ
く
ざ
ん
 
 
あ
お
 
 
ば
ん
そ
う
 
 
な

化
し
て
蜀
山
の
青
き
万
層
と
作
る
。

 
 
 
劉
備
の
肖
像
画
に
題
す
る

雷
の
音
に
初
め
は
わ
ざ
と
恐
れ
た
ふ
り
を
し
た
が
、
み
ず
ち
は
最
後
に
は
天
に
上
っ
た
。

の
山
で
幾
重
に
も
か
さ
な
る
青
い
層
と
化
し
た
よ
う
に
。

／
一
本
の
よ
く
茂
っ
た
緑
の
桑
の
若
葉
が
、
蜀

こ
の
詩
は
『
詩
紗
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
の
み
収
め
る
。
な
お
文
政
八
年
の
作
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」
（
『
詩
妙
』
巻
八
・
『
詩
集
』
巻

十
八
）
の
「
先
主
」
の
詩
の
第
三
・
四
句
は
、
こ
の
詩
の
第
三
・
四
句
に
酷
似
し
て
い
る
。
〔
劉
先
主
〕
三
国
時
代
の
蜀
の
劉
備
の
こ
と
。
〔
雷
窪
〕
か
み

な
り
。
〔
故
年
競
〕
わ
ざ
と
お
そ
れ
お
の
の
く
。
劉
備
が
曹
操
と
当
世
の
名
臣
の
品
定
め
を
し
て
い
た
時
、
雷
の
音
に
驚
い
た
ふ
り
を
し
て
箸
を
と
り
落
と

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
実
際
は
「
当
今
の
英
雄
は
君
と
私
だ
け
だ
」
と
い
う
曹
操
の
言
葉
に
驚
い
た
の
を
、
た
ま
た
ま
こ
の
時
に
轟
い
た
雷
鳴
に
お
の

の
い
た
よ
う
に
装
っ
た
の
で
「
故
に
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
『
三
国
志
』
蜀
書
・
先
主
伝
の
注
に
引
く
『
華
々
国
志
』
に
見
え
る
。
〔
蚊
竜
〕
み
ず
ち
。

想
像
上
の
動
物
で
、
竜
の
一
種
。
〔
至
寛
〕
結
局
。
つ
い
に
。
〔
見
飛
騰
〕
み
ず
ち
は
水
を
得
る
と
、
雲
や
霧
を
お
こ
し
て
天
に
上
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、

劉
備
が
蜀
王
朝
を
立
て
て
帝
位
に
つ
い
た
こ
と
を
指
す
。
〔
童
心
〕
よ
く
茂
っ
て
い
る
さ
ま
。
〔
柔
桑
〕
桑
の
若
葉
。
戸
々
の
育
っ
た
家
の
そ
ば
に
よ
く
茂
っ

た
桑
の
樹
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
先
主
伝
に
見
え
る
。
〔
蜀
山
〕
蜀
（
四
川
省
地
方
）
の
山
の
総
称
。
〔
青
〕
唐
の
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
「
蜀
江
の
水
は

碧
に
蜀
山
は
青
し
」
と
あ
る
。
〔
万
層
〕
幾
重
に
も
か
さ
な
っ
た
層
の
意
か
。

11

闌
ｹ
鎭
守
献
弓
鎭
夢
魔
圖

み
な
も
と
の
ち
ん
じ
ゅ
 
 
ゆ
み
 
 
け
ん
 
 
 
 
む
 
え
ん
 
 
し
ず
 
 
 
 
ず
 
 
 
 
 
だ
い

「
源
鎮
守
、
弓
を
献
じ
て
夢
魔
を
鎮
む
る
図
」
に
題
す



萬
骨
枯
鯨
唯
一
弓

龍
鍾
白
首
爲
誰
雄

此
身
不
及
脩
蛇
影

鎭
夢
猫
参
震
握
中

ば
ん
こ
つ
か
 
 
 
 
 
あ
ま
 
 
 
 
た
 
 
 
い
っ
き
ゆ
う

万
骨
枯
れ
て
余
す
は
唯
だ
一
弓
、

り
よ
う
し
よ
う
 
 
は
く
し
ゅ
 
 
た
 
 
 
た
め
 
 
 
 
ゆ
う

竜
鍾
 
白
首
 
誰
が
為
に
か
雄
な
る
。

こ
の
 
 
み
 
お
よ
 
 
 
 
し
ゆ
う
だ
 
 
 
か
げ

此
の
身
及
ば
ず
脩
蛇
の
影
、

ゆ
め
 
 
し
ず
 
 
 
な
 
 
 
し
ん
あ
く
 
 
う
ち
 
 
ま
い

夢
を
鎮
め
て
猶
お
震
握
の
中
に
参
る
に
。

 
 
 
「
源
義
家
が
弓
を
献
上
し
て
白
河
法
皇
が
夢
に
う
な
さ
れ
る
の
を
鎮
め
る
図
」
に
題
す
る

い
く
さ
に
命
を
落
と
し
た
幾
多
の
武
士
た
ち
の
骨
は
み
な
朽
ち
果
て
て
た
だ
一
本
の
弓
を
残
す
だ
け
だ
。
こ
の
老
い
た
白
髪
頭
は
い
っ
た

い
誰
の
た
め
に
意
気
盛
ん
に
手
柄
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
か
。
／
弓
は
夢
を
鎮
め
る
た
め
に
献
上
さ
れ
て
天
子
の
お
そ
ば
に
あ
る
と
い
う

の
に
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
我
が
身
は
い
つ
ま
で
も
朝
廷
か
ら
報
い
ら
れ
ず
、
こ
の
一
本
の
弓
に
も
及
ば
な
い
こ
と
だ
。

150 一

『
詩
紗
』
巻
三
こ
口
題
八
幡
太
郎
畑
鼠
鎮
夢
魔
図
」
と
題
し
て
収
め
る
詩
の
郷
里
。
『
詩
集
』
巻
十
一
は
初
案
の
方
を
録
す
る
が
、
『
詩
妙
』
と
同
じ
題
に

改
め
る
。
〔
源
鎮
守
〕
暴
落
家
。
平
安
時
代
後
期
の
武
将
で
、
八
幡
太
郎
と
号
し
、
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
と
な
っ
た
。
〔
献
弓
鎮
夢
魔
〕
白
河
法
皇
が
恐

ろ
し
い
夢
に
う
な
さ
れ
て
い
た
時
、
こ
れ
を
鎮
あ
る
た
め
義
家
に
命
じ
て
兵
器
を
献
上
さ
せ
た
。
義
家
が
黒
塗
り
の
弓
を
一
本
献
じ
て
法
皇
の
枕
元
に
立

て
た
と
こ
ろ
夢
に
う
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
と
『
日
本
外
史
』
巻
二
に
あ
る
。
〔
万
骨
枯
余
唯
一
弓
〕
『
詩
集
』
は
「
唯
」
を
「
ロ
バ
」
に
作
る
。
『
詩
鋤
』
は

「
百
戦
白
鷺
未
酢
功
」
に
改
め
る
。
〔
竜
鍾
〕
老
い
さ
ら
ば
え
て
い
る
さ
ま
。
〔
白
首
為
面
角
〕
「
白
首
」
は
、
し
ら
が
頭
。
義
家
を
指
す
。
『
唐
詩
選
』
に
と

ら
れ
る
陳
子
昂
の
「
祀
山
の
峰
樹
に
題
し
て
喬
十
二
侍
御
に
贈
る
」
の
詩
に
「
憐
れ
む
可
し
騰
馬
の
史
、
白
首
誰
が
為
に
か
雄
な
る
」
と
あ
る
。
〔
此
身

不
及
脩
尊
影
〕
「
此
身
」
は
義
家
を
指
す
。
「
脩
蛇
影
」
は
大
蛇
の
影
。
壁
に
か
け
て
あ
っ
た
弓
が
杯
の
酒
に
映
っ
た
の
を
杜
宣
が
蛇
と
間
違
え
た
故
事

（『

卵
ｭ
通
義
』
怪
神
）
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
弓
の
意
に
用
い
る
。
義
家
は
前
九
年
の
役
や
後
三
年
の
役
な
ど
の
東
征
で
戦
功
を
挙
げ
な
が
ら
、
結
局
低

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

五
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い
官
位
の
ま
ま
終
わ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
『
詩
歴
』
は
「
黒
燈
影
」

ば
り
。
『
詩
鋤
』
は
「
得
近
五
雲
香
暖
中
」
に
改
め
る
。

に
改
め
る
。
〔
鎮
夢
猶
参
廣
暁
雨
〕
「
展
握
」
は
、
天
子
の
居
場
所
に
張
り
巡
ら
し
た
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
き
か
ん
 
だ
い
が
ん
ぜ
ん
し
あ
 
し
ま
さ
と
う

12

ﾔ
關
遇
大
含
暉
師
師
將
東
 
赤
関
に
て
大
含
禅
師
に
遇
う
。
師
将
に
東

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う
 
 
 
 
ふ
 
が
く
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
 
 
 
 
 
お
く

 
遊
観
富
岳
賦
聡
 
 
 
 
 
遊
し
て
富
岳
を
観
ん
と
す
。
賦
し
て
贈
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
 
 
 
き
た
 
 
 
 
か
 
か
い
 
 
う
か

吾
來
涯
火
海
 
 
 
吾
れ
来
り
て
火
海
に
涯
び
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
み
ゆ
 
 
 
 
 
ふ
 
ざ
ん
 
 
の
ぼ

君
往
上
富
山
 
 
 
君
往
き
て
富
山
に
上
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
あ
せ
き
か
ん
も
と

相
逢
赤
關
下
 
 
 
相
い
逢
う
赤
関
の
下
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
く
し
ゅ
 
 
 
 
し
ば
ら
 
 
は
 
が
ん

握
手
斬
足
破
顔
 
 
 
握
手
し
て
麺
く
破
顔
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
ち
ょ
う
 
 
う
み
 
 
は
か
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
 
 
 
 
い
え
ど

錐
無
酒
腸
海
不
測
 
酒
腸
の
海
の
測
ら
れ
ざ
る
無
し
と
雛
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か
 
し
 
か
く
 
 
や
ま
 
 
よ
 
 
 
が
た
 
 
あ

自
有
詩
格
山
難
墓
 
自
ら
詩
格
の
山
の
墓
じ
難
き
有
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
 
 
せ
い
が
ん
 
 
と
 
 
 
 
 
さ
ん
か
い
 
 
ひ
よ
う

共
把
醒
眼
評
山
海
 
共
に
醒
眼
を
把
っ
て
山
海
を
評
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
し
ん
 
 
か
え
 
 
き
た
 
 
 
 
か
さ
 
 
 
 
ご
う
か
ん

采
眞
鋸
來
重
合
歓
 
 
采
真
 
帰
り
来
り
て
重
ね
て
合
歓
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
 
 
 
か
 
か
い
 
 
ひ
 
 
 
と

取
吾
火
海
火
 
 
 
吾
が
火
海
の
火
を
取
っ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
み
 
 
ふ
 
ざ
ん
 
 
ゆ
き
 
 
と

融
君
富
山
雪
 
 
 
 
 
君
が
富
山
の
雪
を
融
か
ん
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
み
 
 
う
ん
か
 
 
に
 
 
し
ち
わ
ん
 
 
き
つ

煎
君
雲
華
喫
七
椀
 
君
が
雲
華
を
煎
て
七
椀
を
喫
せ
ば
、



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
え
き
 
か
ぜ
 
し
よ
う
 

れ
つ
け
つ
 
し
の

四
腋
生
風
凌
列
敏
 
四
腋
風
を
生
じ
て
列
欠
を
凌
が
ん
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
み
 
 
お
お
や
 
し
ま
 
 
か
 
し

與
君
下
視
大
八
洲
 
 
君
と
大
八
洲
を
下
視
せ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
み
 
 
て
い
し
ん
 
 
ご
と
 
 
や
ま
 
あ
り
つ
か
 
ご
と

海
如
蹄
溶
山
如
姪
 
海
は
蹄
溶
の
如
く
山
は
姪
の
如
く
な
ら
ん
。

 
 
暉
師
不
解
飲
。
其
山
産
茶
、
名
日
雲
華
。
此
回
亦
與
余
野
心
劇
談
。
故
云
。

 
 
ぜ
ん
し
 
 
 
い
ん
 
 
か
い
 
 
 
 
 
そ
 
 
 
や
ま
 
 
ち
や
 
 
さ
ん
 
 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
う
ん
か
 
 
 
い
 
 
 
 
こ
 
 
 
た
び
ま
 
 
 
よ
 
 
 
め
い
い
ん
 
 
げ
き
だ
ん
 
 
 
 
ゆ
え
 
 
い

 
 
禅
師
、
飲
を
解
せ
ず
。
其
の
山
、
茶
を
産
し
、
名
づ
け
て
雲
華
と
日
う
。
此
の
回
亦
た
余
と
湯
飲
し
劇
談
す
。
故
に
云
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
 
下
関
に
て
大
含
禅
師
に
会
っ
た
。
禅
師
は
富
士
山
を
見
に
東
へ
旅
立
と
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
詩
を
作
っ
て
贈
っ
た

私
は
東
か
ら
来
て
肥
後
の
海
に
浮
か
ぼ
う
と
し
、
あ
な
た
は
西
か
ら
行
っ
て
富
士
山
に
登
ろ
う
と
す
る
。
／
こ
の
下
関
で
会
い
、
握
手
し

て
暫
し
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。
／
あ
な
た
の
酒
量
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
詩
の
格
調
に
は
お
の
ず
と
他
者
の
追
随
を
許
さ
ぬ
高
さ
が

あ
る
。
／
と
も
に
醒
め
た
ま
な
ざ
し
で
山
海
の
景
物
を
評
し
、
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
の
世
界
に
帰
っ
て
な
お
一
層
喜
び
を
共
に
し
た
。
／

私
が
行
こ
う
と
す
る
肥
後
の
海
（
火
海
）
の
火
で
、
あ
な
た
が
登
ろ
う
と
す
る
富
士
山
の
雪
を
溶
か
そ
う
。
／
あ
な
た
の
下
さ
っ
た
茶
を

煎
じ
て
七
杯
め
を
飲
む
と
、
二
人
と
も
両
腋
か
ら
風
を
生
じ
て
い
な
ず
ま
の
上
を
凌
い
で
飛
ぶ
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
／
あ
な
た
と
共
に

空
か
ら
諸
国
を
眺
め
て
み
た
ら
、
き
っ
と
海
は
た
ま
り
水
、
山
は
蟻
塚
の
よ
う
に
小
さ
く
見
え
る
だ
ろ
う
。

 
 
大
含
禅
室
は
下
戸
で
あ
ら
れ
る
。
禅
師
の
お
ら
れ
る
山
で
は
茶
を
産
し
、
雲
華
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
禅
師
は
こ
の
度
ま
た
私
と
茶

 
 
を
飲
ん
で
愉
快
に
語
り
合
わ
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
。

一148一

『
詩
鋤
』
千
三
に
「
遇
大
護
憲
剛
将
東
遊
上
塾
長
此
為
贈
」
、
『
詩
集
』
二
十
一
に
「
遇
大
琴
師
」
と
題
し
て
収
め
る
詩
の
初
案
。
〔
大
師
禅
師
〕
号
は
雲
華
。

『
睡
眠
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
元
年
三
月
二
十
四
日
、
富
士
登
山
へ
の
道
中
、
山
陽
と
下
関
で
出
会
っ
て
、
と
も
に
阿
弥
陀
寺
（
現
在
の
赤
間
神
宮
）
の
先
帝

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

七
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会
（
現
在
の
先
帝
祭
）
を
拝
観
し
た
。
〔
吐
血
涯
火
海
、
君
往
上
富
山
〕
「
火
海
」
は
、
肥
後
の
海
。
肥
後
の
「
肥
」
を
古
く
は
「
火
」
と
書
い
た
。
『
詩
鋤
』

『
詩
集
』
は
こ
の
二
三
を
「
吾
涯
火
海
君
富
山
」
の
一
句
に
改
め
る
。
〔
相
逢
赤
関
下
、
握
手
暫
破
顔
〕
『
詩
鋤
』
『
詩
集
』
は
「
相
田
握
手
赤
馬
関
」
の
一

句
に
改
あ
る
。
〔
酒
田
〕
酒
量
。
〔
海
〕
き
わ
め
て
多
い
喩
え
。
〔
把
〕
～
に
よ
っ
て
。
〔
醒
眼
〕
こ
こ
で
は
、
酒
を
飲
あ
な
い
が
ゆ
え
の
、
酔
っ
て
い
な
い

眼
の
意
。
〔
南
江
〕
自
然
に
任
せ
て
作
為
を
弄
さ
な
い
境
地
。
『
荘
子
』
天
運
篇
に
見
え
る
言
葉
。
〔
合
歓
〕
喜
び
を
と
も
に
す
る
。
『
詩
妙
』
『
詩
集
』
は

「
尽
歓
」
に
改
め
る
。
〔
雲
華
〕
茶
の
別
称
。
〔
四
腋
生
風
〕
『
古
文
新
宝
』
前
集
に
と
ら
れ
る
唐
の
窟
全
の
「
踊
歌
」
に
「
七
碗
に
し
て
喫
す
る
を
得
ず
、

唯
だ
覚
ゆ
両
腋
習
習
と
し
て
清
風
生
ず
る
を
」
と
あ
り
、
美
味
し
い
茶
を
飲
ん
だ
後
、
軽
や
か
に
空
中
に
舞
い
上
が
る
気
分
に
な
る
こ
と
を
「
両
腋
野
風
」

（
両
腋
の
下
に
風
が
生
ず
る
）
と
い
う
。
こ
こ
は
、
山
陽
と
禅
師
の
二
人
な
の
で
、
「
四
十
」
に
な
っ
た
。
〔
列
欠
〕
い
な
ず
ま
。
〔
下
視
〕
高
い
所
か
ら
下

を
見
る
。
〔
大
八
洲
〕
日
本
の
古
称
。
〔
蹄
滲
〕
牛
馬
の
足
跡
に
た
ま
っ
た
水
。
僅
か
な
量
の
喩
え
。
〔
姪
〕
蟻
塚
。
こ
の
最
後
の
句
に
似
た
用
例
と
し
て

は
、
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
八
に
引
く
至
重
の
「
遊
仙
詩
」
に
「
東
海
は
猶
お
蹄
滲
の
ご
と
く
、
毘
喬
は
聴
罪
の
若
し
」
と
あ
る
。
〔
不
解
飲
〕
酒
が
飲
め

な
い
。
『
嘱
望
』
『
詩
集
』
と
も
に
「
禅
師
不
解
飲
」
以
下
の
二
十
四
字
を
欠
く
。
但
し
『
詩
集
』
の
注
に
「
当
時
、
未
ダ
酒
腸
ヲ
具
ヘ
ズ
、
雲
華
、
亦
飲

二
禁
ヘ
ズ
、
『
三
下
』
ノ
句
ア
ル
所
以
。
『
雲
華
』
ハ
、
雲
華
自
カ
ラ
ソ
ノ
山
伝
採
リ
テ
製
ス
ル
所
ノ
茶
銘
、
即
チ
取
り
テ
自
カ
ラ
号
ト
ナ
セ
ル
ナ
リ
」
と

い
う
。
〔
茗
飲
〕
茶
を
飲
む
。
〔
劇
談
〕
愉
快
に
語
り
合
う
。

13

陜
�
t
蚤
蘭
余
卒
生
愛
蘭

 
京
寓
有
盆
栽
在

磁
斗
曾
栽
玉
幾
董

客
窟
風
雨
毎
關
情

輸
君
豪
裏
一
螺
墨

 
ぜ
ん
し
 
 
 
が
 
ら
ん
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
へ
い
せ
い

 
禅
師
の
画
蘭
に
題
す
。
余
 
平
生

 
け
い
ぐ
う
ぼ
ん
さ
い
あ

あ

 
京
寓
に
盆
栽
の
在
る
有
り

じ
 
と
 
か
つ
 
 
さ
い
 
 
ぎ
ょ
く
い
く
け
い

磁
斗
曾
て
栽
す
玉
幾
茎
、

か
く
そ
う
 
 
ふ
う
う
 
 
 
つ
ね
 
 
じ
よ
う
 
 
か
ん

客
窓
 
風
雨
 
毎
に
情
に
関
す
。

き
み
 
 
ゆ
 
 
 
た
く
り
 
 
 
い
ち
ら
 
ぼ
く

君
に
輸
す
棄
裏
の
一
螺
墨
、

ら
ん
 
 
あ
い

蘭
を
愛
す
。



密
葉
疎
花
随
庭
生

み
つ
よ
う
 
 
そ
 
か
 
 
 
ず
い
し
ょ
 
 
し
よ
う

密
葉
疎
花
随
処
に
生
ず
る
に
。

 
 
 
大
含
禅
師
が
画
い
た
蘭
に
題
す
る
。
私
は
も
と
も
と
蘭
を
好
む
。
京
都
の
家
に
も
鉢
植
え
の
蘭
が
あ
る

磁
器
製
の
酒
器
に
こ
れ
ま
で
純
白
の
蘭
を
い
く
つ
育
て
て
き
た
だ
ろ
う
か
、
旅
先
で
は
雨
や
風
の
た
び
に
家
に
置
い
て
来
た
そ
れ
ら
の
蘭

が
気
に
な
る
こ
と
だ
。
／
あ
な
た
の
荷
物
の
中
か
ら
一
枚
の
墨
画
が
現
れ
て
、
そ
れ
に
す
き
ま
な
く
茂
っ
た
み
ご
と
な
葉
や
ま
ば
ら
に
咲

い
た
花
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
私
の
蘭
な
ど
と
て
も
か
な
わ
な
い
。

こ
の
詩
は
『
詩
紗
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
「
題
大
詰
臨
画
蘭
似
東
道
〔
広
江
〕
殿
峰
老
人
」
と
題
し
て
収
め
る
。
〔
禅
師
〕
大
含
禅
師
。
〔
京

寓
〕
京
都
の
家
。
〔
盆
栽
〕
こ
こ
で
は
鉢
植
え
の
蘭
を
指
す
か
。
〔
磁
斗
〕
磁
器
製
の
酒
器
の
意
か
。
〔
玉
〕
透
き
通
っ
て
純
白
な
も
の
を
喩
え
る
。
こ
こ
で

は
蘭
を
指
す
。
〔
客
窓
〕
旅
の
宿
。
〔
関
情
〕
心
を
動
か
す
。
〔
輸
〕
負
け
て
し
ま
う
。
〔
君
〕
大
釜
禅
師
を
指
す
。
〔
豪
裏
〕
ふ
く
ろ
の
中
。
〔
螺
〕
墨
を
数

え
る
助
数
詞
。
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せ
き
か
ん
 
 
ぐ
う
き
ょ
 
 
 
 
ら
ん
ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん
ゆ
う
ず
 
 
 
だ
い

14

ﾔ
關
寓
居
題
嵐
峡
春
遊
圖
 
赤
関
の
寓
居
に
て
嵐
峡
春
遊
図
に
題
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
ょ
う
よ
う
 
 
は
 
ろ
う
 
ぎ
ょ
う
こ
ん
か
ま
ぴ
す

響
洋
波
浪
曉
昏
謹
 
響
洋
の
波
浪
暁
昏
謹
し
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
え
き
 
 
と
う
ふ
う
 
 
は
な
 
 
み

海
騨
東
風
不
見
花
 
海
駅
の
東
風
花
を
見
ず
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
 
 
え
 
 
 
 
 
ら
ん
ざ
ん
 
 
こ
う
じ
 
せ
つ

想
得
嵐
山
好
時
節
 
想
い
得
た
り
嵐
山
の
好
時
節
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
う
ん
だ
い
り
 
 
 
そ
う
は
 
わ

香
雲
堆
裏
沸
箏
琶
 
香
雲
堆
裏
に
箏
琶
沸
く
を
。

 
 
赤
關
西
北
、
接
玄
海
庭
、
俗
呼
闇
澤
。

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

九
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。

 
 
せ
き
か
ん
 
 
せ
い
ほ
く
 
 
げ
ん
か
い
 
 
せ
つ
 
 
 
 
と
こ
ろ
 
 
 
 
ぞ
く
 
 
あ
ん
た
く
 
 
よ

 
 
赤
関
の
西
北
、
玄
海
に
接
す
る
処
を
、
俗
に
闇
沢
と
呼
ぶ
。

 
 
 
下
関
の
仮
住
ま
い
で
「
嵐
峡
春
遊
図
」
に
題
す
る

旧
弊
の
波
は
ひ
ね
も
す
騒
が
し
く
、
下
関
で
は
春
風
は
吹
く
も
の
の
ま
だ
桜
は
咲
い
て
い
な
い
。
／
京
都
の
嵐
山
で
は
春
の
好
い
時
節
に

な
れ
ば
、
一
面
の
桜
の
咲
く
中
、
箏
と
琵
琶
の
音
が
響
き
渡
る
の
を
思
い
出
し
た
。

 
 
下
関
の
西
北
、
玄
界
灘
に
面
す
る
辺
り
を
、
俗
に
闇
沢
と
称
す
る
。

こ
の
詩
は
『
詩
妙
』
に
は
見
え
ず
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
の
み
収
め
る
。
〔
嵐
峡
〕
京
都
の
嵐
山
の
麓
を
流
れ
る
大
堰
川
の
山
峡
。
〔
響
洋
〕
響
灘
。
山
口
県

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
方
、
福
岡
県
北
方
の
海
域
。
〔
波
浪
〕
『
詩
集
』
は
「
放
浪
」
に
誤
る
。
但
し
、
注
に
「
『
波
浪
』
、
初
国
『
潮
信
』
二
作
ル
」
と
あ
る
。
〔
暁
昏
〕
朝
か
ら

晩
ま
で
。
〔
海
雀
〕
港
。
こ
こ
で
は
下
関
を
指
す
。
〔
東
風
〕
春
風
。
〔
嵐
山
〕
京
都
市
の
西
に
あ
る
山
。
桜
の
名
所
。
〔
香
雲
〕
か
ぐ
わ
し
い
雲
。
一
説
に
、

花
が
一
面
に
咲
く
さ
ま
。
李
白
の
「
山
僧
を
尋
ね
て
遇
わ
ざ
る
の
作
」
の
詩
に
「
香
雲
偏
く
山
に
起
こ
り
、
花
雨
天
与
り
来
る
」
と
あ
る
。
〔
堆
裏
〕

（
香
雲
が
）
積
み
重
な
っ
て
い
る
中
に
。
〔
箏
琶
〕
箏
と
琵
琶
。
箏
は
竹
製
の
弦
楽
器
で
、
琴
の
一
種
。
琵
琶
は
四
弦
の
弦
楽
器
で
、
胴
は
梨
形
、
柄
に
四

本
の
柱
が
あ
る
も
の
。
〔
赤
関
西
北
…
…
〕
こ
の
注
記
は
『
詩
集
』
に
は
見
え
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
ん
ぼ
こ
う
 
り
ち
よ
う
き
つ
 
た
い
 
な
ら

15

h
浦
行
倣
李
長
吉
膣
 
 
 
 
檀
浦
行
。
李
長
吉
の
体
に
倣
う

赤
關
東
口
、
海
山
相
迫
庭
、
爲
檀
浦
。
卒
氏
塁
族
挾
養
和
帝
、
内
海
者
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
 
 
 
へ
い
し
 
 
 
そ
く
 
 
あ
 
 
 
 
よ
う
わ
 
て
い
 
さ
し
は
さ
 
 
 
う
み
 
 
と
う
 
 
 
も
の
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
か
い
ざ
ん
あ

せ
き
か
ん

 
 
 
と
サ
つ
こ
コ
つ

赤
関
の
東
口
、
海
山
相
い
迫
る
処
を
、
檀
の
浦
と
為
す
。
平
氏
の
族
を
挙
げ
て
養
和
帝
を
挟
み
、
海
に
投
ぜ
し
旧
弊
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
ろ
く
 
 
な
み
 
 
ふ
 
 
 
 
 
こ
 
せ
い
し

海
鹿
吹
浪
鼓
聲
死
 
 
 
 
 
海
鹿
波
を
吹
い
て
鼓
声
死
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ゅ
う
い
し
ゅ
つ
ぼ
つ
 
 
 
 
き
ょ
う
ら
ん
む
ら
さ
き

龍
衣
出
没
狂
瀾
紫
 
 
 
 
 
竜
衣
出
没
し
て
狂
瀾
紫
な
り
。
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敗
鱗
、
蔽
海
春
風
腱

蒼
浜
攣
作
桃
花
水

掲
有
介
贔
喚
姓
卒

夕
陽
藍
根
當
横
行

寄
語
行
人
休
棲
側

榮
衰
相
更
誰
得
識

君
不
見
鬼
武
之
鬼
亦
不
免
餓

身
後
豚
犬
交
相
食

 
 
浦
上
夢
心
。
面
目
狸
檸
。
呼
卒
家
蟹
。

 
 
外
史
、
於
源
温
気
口
添
替
、
最
致
意
焉
。

 
 
古
。
必
惹
観
者
柵
笑
耳
。
嚢
識
。

 
 
ほ
じ
ょ
う
 
 
か
に
 
 
さ
ん
 
 
 
 
め
ん
も
く
そ
う
ど
う

 
 
浦
上
に
蟹
を
産
す
。

 
 
に
じ
ゅ
う
よ
ね
ん
 
 
 
 
 

に
し
あ

 
 
だ
廿
余
年
な
ら
ざ
る
に
、

 
 
お
い
 
 
 
も
っ
と
 
 
い
 
 
 
い
た
 
 
 
 
 
い
ま
 
 
こ

 
 
於
て
、
最
も
意
を
致
せ
り
。
今
、

 
 
 
 
 
い
ま
 
 
お
よ
 
 
 
 
い
と
ま
 
 
 
 
 
 
 
な
り

 
 
し
て
、
未
だ
及
ぶ
に
暇
あ
ら
ざ
る
也
。

 
 
の
ぼ
る
し
る

 
 
嚢
識
す
。

 
は
い
り
ん
 
 
う
み
 
 
お
お
 
 
 
し
ゅ
ん
ぷ
う
な
ま
ぐ
さ

 
敗
鱗
 
海
を
蔽
っ
て
春
風
発
く
、

 
そ
う
め
い
へ
ん
 
 
 
と
う
か
 
す
い
 
 
な

 
蒼
漠
変
じ
て
桃
花
水
と
作
る
。

 
ひ
と
か
い
ち
ゅ
う
せ
い
へ
い
よ
あ

 
独
り
介
虫
の
姓
平
と
喚
ぶ
も
の
有
り
、

 
せ
き
よ
う
 
 
ろ
 
こ
ん
 
 
ま
さ
 
 
お
う
こ
う

 
夕
陽
の
藍
根
 
当
に
横
行
す
べ
し
。

 
ご
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
こ
う
じ
ん
 
 
せ
い
そ
く
 
 
 
 
 
 
や

 
語
を
寄
す
 
行
人
 
懐
側
す
る
を
休
め
よ
、

 
え
い
す
い
あ
 
 
 
あ
ら
た
 
 
 
 
 
 
 
た
れ
 
 
し
 
 
 
 
 
え

 
栄
衰
相
い
更
ま
る
こ
と
誰
か
識
る
を
得
ん
。

 
き
み
み
 
 
 
 
 
き
 
ぷ
 
 
 
き
 
 
 
ま
 
 
 
う
 
 
 
 
 
 
ま
ぬ
か

 
君
見
ず
や
鬼
武
の
鬼
も
亦
た
潤
う
る
を
免
れ
ず
、

 
し
ん
ご
 
と
ん
け
ん
こ
も
こ
あ
 
は

 
身
後
 
豚
犬
交
も
相
い
食
み
し
を
。

鬼
武
、
源
懸
軍
小
字
。
將
軍
繊
卒
族
、
未
廿
鯨
年
、
二
子
相
仇
、
覇
業
頓
堕
。
余
丁
著
日
本

 
今
経
此
地
、
欲
作
一
長
歌
、
弓
師
其
事
、
旅
況
倥
偬
、
未
暇
及
也
。
土
堤
短
章
、
託
言
倣

 
 
 
 
 
 
へ
い
け
 
が
に
 
 
よ
 
 
 
 
き
 
ぷ
 
 
 
 
 
 
み
な
も
と
の
し
よ
う
ぐ
ん
 
 
し
ょ
う
じ
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
ぐ
ん
 
 
へ
い
そ
く
 
 
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま

面
目
狸
檸
た
り
。
平
家
蟹
と
呼
ぶ
。
鬼
武
と
は
、
、
源
 
将
軍
の
小
字
な
り
。
将
軍
、
平
底
を
趣
く
し
て
、
未

 
 
 
 
 
 
あ
だ
 
 
 
 
は
ぎ
よ
．
つ
と
み
 
 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
か
つ
 
 
 
 
に
 
ほ
ん
が
い
し
 
 
 
 
 
あ
ら
わ
 
 
 
 
 
 
げ
ん
ぺ
い
に
 
か
 
 
 
こ
う
た
い

 
 
二
子
白
い
仇
し
、
覇
業
頓
に
堕
ち
た
り
。
余
嘗
て
『
日
本
外
史
』
を
著
す
に
、
源
平
二
家
の
興
替
に

 
 
 
 
 
 
ち
へ
 
い
ち
ち
ょ
う
か
つ
く
も
 
そ
こ
と
じ
よ
 
ほ
っ
 

り
よ
ぎ
ょ
う
こ
う
そ
う

 
 
 
 
 
此
の
地
を
経
て
、
一
長
歌
を
作
り
、
以
っ
て
其
の
事
を
叙
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
旅
況
倥
偬
に

 
 
 
 
 
 
し
ば
ら
 
 
だ
ん
し
ょ
う
 
 
つ
く
 
 
 
 
げ
ん
 
 
た
く
 
 
い
に
し
 
 
 
な
ら
 
 
 
か
な
ら
 
 
み
 
 
 
も
の
 
 
さ
ん
し
よ
う
 
 
ひ

 
 
 
 
 
 
 
姑
く
短
章
を
為
り
、
言
を
託
し
古
え
に
倣
う
。
必
ず
観
る
者
の
窃
笑
を
惹
か
ん
の
み
。

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

i
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壇
ノ
浦
の
歌
。
李
賀
の
詩
体
に
な
ら
う

 
 
下
関
の
東
岸
の
海
と
山
が
迫
っ
た
場
所
を
壇
ノ
浦
と
呼
ぶ
。
平
家
が
一
族
で
養
和
帝
を
抱
い
て
、
海
に
身
投
げ
し
た
と
こ
ろ
で
あ

 
 
る
。

い
る
か
が
波
を
吹
い
て
鼓
の
音
が
途
絶
え
、
帝
の
紫
色
の
着
物
が
荒
れ
狂
う
波
間
に
漂
っ
て
見
え
た
り
隠
れ
た
り
し
て
い
る
。
／
兵
士
の

死
体
が
あ
ち
こ
ち
に
浮
か
ぶ
海
面
の
上
を
春
風
が
生
臭
く
吹
き
、
青
い
海
が
血
潮
に
染
ま
っ
て
赤
い
水
に
変
わ
る
。
／
た
だ
一
匹
平
家
を

名
乗
る
蟹
だ
け
が
、
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
た
葦
の
根
元
を
横
切
っ
て
い
る
。
／
さ
ま
よ
っ
て
い
る
平
家
の
兵
の
霊
に
申
し
上
げ
る
、
ど
う
か

も
う
悲
し
み
嘆
か
れ
ぬ
よ
う
に
。
栄
枯
盛
衰
が
こ
れ
か
ら
ど
う
移
り
変
わ
っ
て
い
く
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
／
君
は
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
、
頼
朝
の
死
後
、
子
孫
が
互
い
に
殺
し
合
っ
て
滅
び
、
「
鬼
武
者
」
と
呼
ば
れ
た
彼
の
霊
を
祭
る
者
も
絶
え
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
。

 
 
壇
ノ
浦
に
蟹
を
産
す
る
。
そ
の
顔
つ
き
は
凶
悪
で
あ
り
、
平
家
蟹
と
呼
ば
れ
る
。
鬼
武
は
、
源
頼
朝
の
幼
名
で
あ
る
。
頼
朝
が
平
家

 
 
一
族
を
滅
ぼ
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
二
十
年
余
り
の
う
ち
に
、
彼
の
二
人
の
子
が
互
い
に
憎
み
あ
っ
た
結
果
、
頼
朝
が
成
し
遂
げ
た
覇

 
 
業
は
一
気
に
地
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
。
私
は
以
前
『
日
本
外
史
』
を
著
し
た
時
、
源
平
二
家
の
興
亡
に
関
し
て
、
最
も
多
く
筆
を
費

 
 
や
し
た
。
こ
の
地
を
踏
ん
だ
今
、
長
歌
一
首
を
作
っ
て
そ
の
事
を
述
べ
た
か
っ
た
が
、
慌
た
だ
し
い
旅
ゆ
え
、
そ
の
暇
が
な
い
。
し

 
 
ば
ら
く
短
い
詩
を
作
り
、
李
賀
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
真
似
し
て
言
葉
に
託
す
。
き
っ
と
見
た
人
は
笑
う
に
違
い
な
い
。
裏
記
す
。

『
詩
鋤
』
巻
三
、
『
詩
集
』
巻
十
一
に
「
壇
専
行
」
と
題
し
て
収
め
る
詩
の
初
案
。
そ
れ
ら
で
は
「
幾
旬
之
山
如
鼠
尾
、
腕
艇
曳
海
千
余
子
。
直
到
長
門
動

乱
起
、
隔
月
豊
山
呼
欲
鷹
。
帆
橿
林
立
北
岸
市
。
吾
勇
躍
安
来
、
行
過
山
勢
与
之
借
。
驚
看
海
門
重
量
如
奔
雷
、
屈
曲
勝
山
相
撃
排
。
南
望
亀
山
青
一
髪
、

海
水
漸
狭
如
嚢
括
。
想
見
九
郎
駆
敵
来
、
平
氏
如
魚
源
氏
車
。
岸
導
水
浅
誰
得
脱
」
の
九
十
八
字
が
「
海
鹿
吹
波
財
嚢
死
」
の
句
の
前
に
加
わ
り
（
但
し
、
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『
詩
集
』
で
は
「
奔
雷
」
を
「
雷
奔
」
に
作
る
）
、
『
詩
集
』
の
注
に
「
初
雪
、
『
海
鹿
』
以
下
、
夕
、
・
数
句
ヲ
著
ク
ル
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
ヲ
、
後
二
改
メ
テ
、

コ
ノ
定
稿
ヲ
得
タ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
。
〔
檀
浦
〕
壇
ノ
浦
。
下
関
の
東
側
の
海
岸
の
う
ち
、
早
靹
ノ
瀬
戸
と
呼
ば
れ
る
、
関
門
海
峡
の
幅
の
最
も
狭
い
所
に

面
し
た
部
分
の
呼
称
。
源
平
合
戦
最
後
の
戦
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
な
お
「
檀
」
は
「
壇
」
の
誤
り
。
『
詩
紗
』
『
詩
集
』
で
は
「
壇
」
に
作
る
。
〔
行
〕
歌

謡
体
の
長
歌
。
〔
李
長
吉
体
〕
唐
の
詩
人
・
李
賀
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
。
長
吉
は
李
賀
の
字
。
李
賀
の
詩
は
『
毒
言
』
や
李
白
の
影
響
を
受
け
た
、
幻
想
的
で

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
富
む
作
風
で
知
ら
れ
る
。
〔
養
和
帝
〕
安
徳
天
皇
。
在
位
一
一
八
○
～
八
五
。
平
氏
と
と
も
に
西
国
に
都
落
ち
し
、
壇
の
浦
の
戦
い
の

時
、
平
清
盛
の
未
亡
人
時
子
に
抱
か
れ
、
僅
か
八
歳
で
入
水
し
た
。
〔
海
鹿
〕
こ
こ
で
は
い
る
か
の
意
。
壇
ノ
浦
の
戦
い
の
前
に
、
平
家
敗
戦
の
予
兆
と
し

て
一
、
二
千
頭
の
い
る
か
が
平
家
の
船
の
下
を
く
ぐ
っ
て
い
っ
た
故
事
（
『
平
家
物
語
』
巻
十
一
）
を
踏
ま
え
る
。
〔
浪
〕
『
詩
砂
』
『
詩
集
』
は
「
波
」
に

改
あ
る
。
〔
鴬
声
死
〕
い
く
さ
の
時
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
つ
づ
み
の
音
が
途
絶
え
る
。
こ
こ
で
は
平
家
の
軍
が
敗
れ
た
と
い
う
こ
と
。
〔
単
衣
〕
皇
帝
の
着

物
。
『
藁
薦
』
は
「
稗
竜
」
、
『
詩
集
』
は
「
穆
竜
」
に
改
あ
る
。
〔
狂
瀾
〕
荒
れ
狂
う
大
波
。
〔
紫
〕
紫
衣
は
君
主
の
衣
服
で
あ
り
、
安
徳
天
皇
の
着
物
が
波

間
に
漂
う
さ
ま
。
〔
敗
鱗
〕
魚
の
死
体
。
戦
死
し
て
魚
の
よ
う
に
水
に
浮
か
ん
だ
平
家
の
死
体
を
喩
え
る
。
〔
蒼
漠
〕
青
々
と
し
た
海
。
〔
桃
花
水
〕
桃
の
咲

く
頃
の
雪
解
け
水
。
こ
こ
で
は
海
が
血
潮
に
染
ま
っ
て
赤
く
な
る
さ
ま
。
〔
介
虫
喚
雪
平
〕
い
わ
ゆ
る
平
家
蟹
の
こ
と
。
〔
夕
陽
藍
根
当
横
行
〕
『
詩
妙
』

『
詩
集
』
は
こ
の
句
以
下
を
「
沙
書
髭
今
尚
横
行
。
塞
（
『
詩
集
』
は
「
監
」
に
作
る
）
黎
 
蝉
両
一
夢
、
量
見
海
山
蒼
蒼
連
神
南
。
頃
日
落
、
海
如
墨
。

何
物
遮
船
夜
鰍
嘲
、
吾
語
国
魂
且
休
心
。
汝
不
聞
鬼
武
之
鬼
亦
不
馬
立
、
蔵
書
豚
犬
活
相
食
」
に
改
あ
る
。
〔
卑
語
〕
伝
言
す
る
。
〔
行
人
〕
旅
人
。
こ
こ

で
は
、
戦
に
敗
れ
て
死
ん
だ
平
家
の
兵
の
亡
霊
を
指
す
。
〔
耳
当
〕
悲
し
み
い
た
む
。
〔
君
不
見
〕
歌
謡
体
の
詩
で
読
者
の
注
意
を
促
す
た
め
、
句
の
冒
頭

に
置
か
れ
る
常
用
語
。
〔
鬼
武
〕
源
頼
朝
の
こ
と
。
幼
名
を
鬼
武
者
と
い
っ
た
。
〔
鬼
亦
不
免
餓
〕
源
氏
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
い
う
。
「
鬼
」
は
死
者
の
魂
で
、

そ
れ
が
「
餓
」
え
る
と
は
、
子
孫
が
絶
滅
し
て
、
祖
先
を
祭
る
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
指
す
。
〔
豊
後
〕
死
後
。
〔
豚
犬
〕
子
孫
に
対
す
る
謙
称
。
こ
こ

で
は
頼
朝
の
子
孫
を
指
す
。
〔
面
相
食
〕
互
い
に
殺
し
合
う
。
頼
朝
の
子
・
二
代
将
軍
頼
家
が
、
頼
朝
の
妻
政
子
の
父
で
あ
る
北
条
時
政
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、

さ
ら
に
頼
家
の
弟
・
三
代
将
軍
実
朝
が
、
頼
家
の
子
公
暁
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
指
す
。
〔
浦
上
産
蟹
〕
『
詩
華
』
『
詩
集
』
は
「
浦
上
」
以
下
の

九
十
二
字
を
欠
く
が
、
『
詩
集
』
の
注
に
「
又
、
草
稿
書
蹟
二
識
語
ア
リ
」
と
し
て
そ
の
全
文
を
録
す
る
。
〔
二
子
〕
頼
家
と
実
朝
。
〔
余
嘗
著
日
本
外
史
、

頼
山
陽
「
西
遊
詩
巻
」
訳
注
（
一
）

量
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二
源
平
二
良
工
替
、
最
素
意
焉
〕
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
の
初
稿
は
二
十
歳
代
で
完
成
し
て
い
た
。
全
二
十
二
巻
中
、
巻
一
～
巻
四
が
源
平
二
氏
の
記
述

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
〔
倥
偬
〕
切
迫
し
、
忙
し
い
さ
ま
。
〔
託
言
〕
『
文
選
』
所
収
の
陸
機
の
「
文
の
賦
」
に
「
或
い
は
言
を
短
韻
に
託
し
、
窮
 
に
対
し

て
孤
り
興
る
」
と
あ
る
。
〔
倣
古
〕
詩
題
に
あ
る
「
図
書
長
吉
体
」
の
こ
と
を
指
す
。
〔
嬬
笑
〕
あ
ざ
笑
う
。


